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催
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部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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年度
2023

2023～2024度 南部労福協役員体制2023～2024度 南部労福協役員体制

会　　長
事務局長
幹　　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

会計監査
〃

役 職 名
友田　孝行

浦本　公也

藤吉　眞二

待鳥　洋文

松村　章嗣

滝口元二郎

假 野 耕 司

欠 　 員

矢田　信浩

青 柳　直

盛根　博史

岩木　克明

上 野　優

播摩　斉治

氏　名
熊本県労福協　理事長

熊本県労福協　専務理事

福岡県労福協　専務理事

佐賀県労福協　専務理事

長崎県労福協　事務局長

大分県労福協　専務理事

宮崎中央会　専務理事

沖縄県労働者福祉基金協会

連合九州ブロック連絡会　事務局長

九州労働金庫　専務理事

沖縄県労働金庫　常務理事

こくみん共済coop〈全労済〉九州統括本部専務執行役員

九州労働金庫熊本県本部 業務推進課長

こくみん共済coop 熊本推進本部事業推進部中央支所長

団　体　名

総
会
の
様
子

下町会長 飯干学長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
新
規
感
染
者
が
減
少
傾

向
に
あ
る
中
、
2
0
2
3
年
2
月
17
日（
金
）、
鹿
児

島
市
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
鹿
児
島
に
お
い
て
、

2
0
2
3
年
度
労
働
者
福
祉
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

定
期
総
会
を
各
県
労
福
協
・
連
合
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
連

絡
会
・
九
州
労
働
金
庫
・
沖
縄
県
労
働
金
庫
・
こ
く

み
ん
共
済
c
o
o
p
九
州
統
括
本
部
よ
り
5
5
名
が

参
加
し
、
約
3
年
ぶ
り
に
集
合
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
は
、
第
1
号
議
案「
2
0
2
2
年
度
活
動
報

告
」、第
2
号
議
案「
2
0
2
2
年
度
会
計
決
算
報
告
・

同
監
査
報
告
お
よ
び
2
0
2
2
年
度
一
般
会
計
収
支

差
額
処
分（
案
）」、
第
3
号
議
案「
2
0
2
3
年
度
活

動
方
針（
案
）」、
第
4
号
議
案「
2
0
2
3
年
度
予
算

（
案
）」、
第
5
号
議
案「
役
員
選
出（
案
）」、
に
つ
い
て

提
案
が
あ
り
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
事
務
局
に
つ
い
て
、

2
0
2
3
年
度
・
2
0
2
4
年
度
は
、
鹿
児
島
労
福

協
よ
り
熊
本
県
労
福
協
が
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
2
0
2
0
年
初
頭
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
一
定
の
行
動
規
制
・
制

限
の
中
、
組
織
・
団
体
と
し
て
の
社
会
的
責
任
と
し

て
の
感
染
防
止
策
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
一
方
で
生
活
基
盤
と
な
る
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
脆
弱
性
も
浮
き
彫
り
に
な
り
、
こ

れ
か
ら
の
取
り
組
み
課
題
を
気
付
か
さ
れ
、
再
認
識

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
南
部
労
福
協
に
結
集
す
る

各
県
労
福
協
や
福
祉
事
業
団
体
・
労
働
組
合
は
、
こ

の
1
年
間
、
課
題
を
共
有
化
し
、
コ
ロ
ナ
渦
の
中
、

全
国
福
祉
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
研
修
会（「
労
働
運

動
、
労
働
者
福
祉
運
動
の
理
念
・
歴
史
・
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
」「
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
集
会
」）の
開
催
、

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
や
自
治
体
要
請
、
共
助
拡
大

な
ど
工
夫
し
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
社
会

環
境
が
今
後
も
続
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
基
本

的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
対
策
を
講
じ
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全
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ン
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者
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史
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成
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南
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開
催
、

ラ
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ポ
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や
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な
ど
工
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し
た
取
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と
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を
得
な
い
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が
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後
も
続
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想
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す
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基
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的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
対
策
を
講
じ

つ
つ
、
徐
々
に
進
む
コ
ロ
ナ
過
の
規
制
緩
和
の
流
れ

も
見
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
運
動
の
成
果
を
踏
ま
え
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に
適
す
る
運
動
と
組
織
運
営

を
め
ざ
し
、
南
部
労
福
協
に
結
集
す
る
す
べ
て
の

団
体
が
、
労
働
者
福
祉
運
動
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

と
も
に
運
動
す
る
主
体
と
し
て
、
共
助
の
輪
の
拡

大
を
は
か
り
、
支
え
合
い
・
助
け
合
い
を
職
場
・
地

域
に
根
付
か
せ
て
い
く
た
め
の
行
動
を
展
開
す
る

こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
宮
崎
中
央
会
と
し

て
も
、
統
一
行
動
、
人
材
育
成
、
組
織
活
動
を
さ
ら

に
連
携
し
て
実
践
し
て

い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

　
な
お
、
定
期
総
会
終

了
後
、
志
學
館
大
学
・

飯
干
紀
代
子
学
長（
生
涯

発
達
心
理
学
）に
よ
る

「
人
生
1
0
0
年
時
代
〜

高
齢
期
のw

ell-being

〜
」と
題
し
て
記
念
講

演
が
行
わ
れ
、「
①
年
齢

を
重
ね
て
こ
そ
得
ら
れ

る
智
慧
が
あ
る
。②
自
分

の
好
き
な
こ
と
・
や
り

た
い
こ
と
は
自
分
で
見

つ
け
る
。③
認
知
症
を
特

別
視
し
な
い
。
認
知
症

の
人
が
暮
ら
し
や
す
い

地
域
は
み
ん
な
が
暮
ら

し
や
す
い
街
。④
自
分
と

会
社
と
社
会
の

w
ell-being

（
幸
せ
な
状

態
・
満
た
さ
れ
た
状
態
）

を
そ
れ
ぞ
れ
が
目
指
し

ま
し
ょ
う
。」と
し
て
、

人
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1
0
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受
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①
年
齢

を
重
ね
て
こ
そ
得
ら
れ

る
智
慧
が
あ
る
。②
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の
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な
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認
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を
特

別
視
し
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労働者福祉
み や ざ き の 勤 労 者 の
　 　 福 祉 向 上 を 目 指 す 広 報 誌

一般社団法人
宮崎県労働者福祉団体中央会

3 No.5752023

1L A B O R  W E L F A R E  M I Y A Z A K I



介護で困ったら！！　全労済在宅介護サービスセンターへ

全労済在宅介護サービスセンターみやざきの
ケアマネジャー・ヘルパーが助け合いの精神で
介護サービスをご提供します。

全労済在宅介護サービスセンターみやざき TEL0985（20）0556（月～金　9時～18時）

電話でお気軽に

ご相談ください。

突然訪れることもある家族の介護。 何をすべきか？ どこに相談するのか？

九
州
労
働
金
庫
宮
崎
県
本
部
・

　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
！

第19回
　

九
州
労
働
金
庫
宮
崎
県
本
部
で
は
、

2
0
2
3
年
2
月
15
日（
水
）、
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
宮
崎
に
て
、「
第

19
回
九
州
ろ
う
き
ん
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成

フ
ォ
ー
ラ
ム（
第
23
回
サ
ク
ラ
咲
け
！

フ
ォ
ー
ラ
ム
）」
を
開
催
し
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

為
、
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ま
ず
主
催
者
で

あ
る
鬼
束
宮
崎
県
本
部
本
部
長
よ
り
、

「
第
19
回
九
州
ろ
う
き
ん
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
い
た
だ
き
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
今
回
は
17
団
体
よ
り
応

募
が
あ
り
、
本
日
お
集
ま
り
の
6
団
体

（
3
年
間
継
続
を
含
む
）
の
皆
さ
ま
に
助

成
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
の
助
成
金
を
活
用
し
て
い
た

だ
き
、
皆
さ
ま
方
の
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
九
州
ろ
う
き
ん
は
、
福
祉
金

融
機
関
と
し
て
日
々
働
く
仲
間
へ
、
地

域
社
会
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆
様

の
ろ
う
き
ん
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に

ご
多
忙
の
中
、
審
議
頂
き
ま
し
た
審
査

委
員
会
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
2
0
2
1
年
度
助
成
団
体

の
活
動
報
告
と
2
0
2
2
年
度
助
成
団

体
へ
の
目
録
贈
呈
を
行
い
、
助
成
団
体

の
皆
さ
ま
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

最
後
に
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
審
査
委
員
会
の

辻
委
員
長
よ
り
、「
3
年
間
継
続
助
成
団

体
で
あ
る
Ｓ
Ｕ
Ｎ
ク
ラ
ブ
ひ
ま
わ
り
様

に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成

フ
ォ
ー
ラ
ム
以
降
、
多
く
の
協
議
を
重

ね『
き
ょ
う
だ
い
支
援
』
を
テ
ー
マ
に
し

た
講
演
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
誰
一
人
と
し
て
取
り
残
さ
な
い
、

そ
う
い
っ
た
想
い
を
知
っ
て
い
た
だ
く

素
晴
ら
し
い
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
市
民
の
方
、
マ
ス
コ
ミ
や
市
議

会
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
期
待
以
上
の
活

動
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
助
成
金
は
宮
崎
県
内

で
3
年
間
継
続
助
成
団
体
を
含
め
て

1
7
0
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
審
査

の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、①
多
く
の
方
へ

広
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
団
体
、

②
長
く
継
続
し
て
い
る
団
体
、③
予
算
が

効
率
的
に
執
行
さ
れ
て
い
る
団
体
、
で

あ
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
5
団
体
を

選
出
し
ま
し
た
。

　

世
の
中
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
、
ト
ル
コ
大
震
災
等

で
揺
れ
動
く
中
、
心
の
拠
り
所
と
な
る
、

希
望
の
持
て
る
こ
の
よ
う
な
市
民
活
動

が
非
常
に
重
要
と
な
り
ま
す
。
来
年
の

報
告
会
で
は
是
非
、
本
日
の
続
き
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と

講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

九
州
ろ
う
き
ん
は
、
今
後
も
持
続
可

能
な
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

助
成
や
児
童
養
護
施
設
等
へ
の
支
援
な

ど
、
社
会
貢
献
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

受賞団体と審査委員のみなさん

★居宅介護支援：介護に関する相談、介護保険申請手続き、ケアプラン作成
★訪問介護：ヘルパーがお客さま宅へ訪問し、日常生活の家事や介護をサポート
★障がい者支援サービス：自宅での日常生活のサポートや希望に沿った外出をサポート
★高齢者ケアサービス（保険外サービス）：大掃除、見守り、冠婚葬祭の付き添い等幅広いサービス
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賃
上
げ
実
現
・
く
ら
し
支
援

賃
上
げ
実
現
・
く
ら
し
支
援

賃
上
げ
実
現
・
く
ら
し
支
援

賃
上
げ
実
現
・
く
ら
し
支
援

あ
し
た
を
変
え
る
連
合
緊
急
ア
ク
シ
ョ
ン

2
0
2
3
春
季
生
活
闘
争

2
0
2
3
春
季
生
活
闘
争

2
0
2
3
春
季
生
活
闘
争

2
0
2
3
春
季
生
活
闘
争

〜
く
ら
し
を
ま
も
り
、
未
来
を
つ
く
る
。〜

コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
急
激
な
物

価
高
が
国
民
生
活
に
さ
ら
な
る

影
響
を
及
ぼ
す
中
、
賃
上
げ
の

社
会
的
波
及
、
格
差
是
正
、
生

活
困
窮
者
支
援
は
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
下
の
経
済
情
勢
に
鑑
み
、

連
合
組
合
員
は
も
と
よ
り
、
す

べ
て
の
働
き
く
ら
す
人
々
に
向

け
て
連
合
の
訴
え
を
届
け
、
賃

上
げ
と
政
策
・
制
度
要
求
の
実

現
に
向
け
た
社
会
的
な
機
運
を

醸
成
す
る
こ
と
が
連
合
の
社
会

的
役
割
と
し
て
重
要
で
あ
り
ま

す
。
賃
上
げ
や
生
活
困
窮
者
支

援
に
連
合
全
体
で
取
り
組
む
社

会
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て「
賃

上
げ
実
現
・
く
ら
し
支
援 

あ
し

た
を
変
え
る
連
合
緊
急
ア
ク

シ
ョ
ン
」
を
行
い
ま
し
た
。

2
月
18
日
、
ホ
テ
ル
メ
リ
ー
ジ
ュ
に
て
春

季
生
活
闘
争
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

連
合
本
部
仁
平
総
合
政
策
局
長
を
お
招
き
し
、

「
と
り
ま
く
情
勢
と
方
針
」
に
つ
い
て
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
終
了
後
デ
パ
ー
ト

前
交
差
点
に
て
3
年
ぶ
り
に
決
起
集
会
を
行

い
、
連
帯
の
挨
拶
、
情
勢
報
告
、
ア
ピ
ー
ル

採
択
、
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
の
賃
金
は
20
年
以
上
も
他
の
主
要
国

と
比
べ
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
物
価
高

は
低
所
得
者
に
更
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
連
合
は
28
年
振
り
の
高
水
準
を
掲

げ
ま
し
た
。
今
春
闘
で
賃
上
げ
実
現 

く
ら
し

支
援 

明
日
を
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

要請先：宮崎県（2023年1月18日）

生活困窮者支援に関する緊急要請

ラッピングカーでの全国キャラバン

都城市にて鹿児島から引継ぎ（2023年1月25日）日向市、延岡市（2023年1月27日）

宮崎市（2023年1月26日）熊本へ引継ぎ（2023年1月30日）

宮崎市別府町3‐9 労働福祉会館4階　0985‐26‐4649連合宮崎

春
季
生
活
闘
争
フ
ォ
ー
ラ
ム

国民民主党宮崎県総支部連合会
吉村 大志郎 様

社会民主党宮崎県連合
松村 秀利 様

立憲民主党宮崎県総支部連合会
岩切 達哉 様

決起集会
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　宮崎中央会では、公益目的事業の一環として例年年
末に開催している講演会をライフサポートセンター延
岡および都城においても開催しました。今講演会につ
いては、昨年度より開催する予定でしたが、新型コロ
ナウイルスの感染拡大により中止としましたので、両
地区では今回が初めての講演会となりました。
　講師については、年末講演会と同様、シンク・オブ・
アザーズ代表の「難波　裕扶子氏」をお招きし「未来を創
る！未来を守る！～ＳＤＧｓの本質理解からアクショ
ンへ～」と題して講演をいただきました。
■ライフサポートセンター延岡、2023年2月10日（金）、
　延岡市中小企業振興センター、（42名参加）
■ライフサポートセンター都城、2023年2月16日（木）、
　ホテル中山荘（82名参加）
　両地区とも、冒頭の主催者代表挨拶で、ライフサポー
トセンターの事業について次のように紹介しました。
「相談者には常駐相談員がお応えするほか、相談内容を
踏まえて、弁護士・司法書士・ファイナンシャルプラ
ンナーなどへの紹介もさせていただいている。相談は
無料で、延岡地区では、2021年度774件、2022年
度（2023年1月 末 現 在）547件、都 城 地 区 で は、
2021年度1,041件、2022年度（2023年1月末現在）
692件の相談を受け付けている。今日、雇用不安や生
活不安も蔓延し、どの世代においてもそれぞれ尽きな
い悩みが横たわり、世代間に連鎖もしており、こうし
た状況の中にあって、労働者福祉運動の一翼にライフ
サポートセンターがあることを知っていただき、遠慮
なくご利用していただきたい。また相談したい方・お
困りの方がいらっしゃれば、ライフサポートセンター
の紹介をお願いします。」と挨拶が行われました。

　講演では、まずＳＤＧｓについて、2015年の国連
サミットですべての国連加盟国が賛成して決めた地球
のありたい未来への行動計画であり、そのために17
の持続可能な開発目標があるとして、17の目標一つ
一つについて内容の説明が行われました。また、説明
の中では、三択形式のクイズが行われ、参加者も真剣
に答える場面があり考えさせられる講演となりまし
た。難波講師からは、「地産地消もＳＤＧｓである。
地域のものを買うことは地域を守っていくといわれて
いる。地域のお店でごはんを食べるということも、距
離が短いのでＣＯ2の排出量も少なくて済む。地域で
の小さな経済を回していくことがエシカル（人や地域
環境、社会、地域に考慮した考え方や行動）だと言わ
れている。」「ＳＤＧｓについて、自分がやっても何も
変わらないんじゃないかと思う方はとても多いと思う
が、自分たちは微力だけど、無力じゃない。一人の百
歩ではなく、100人の一歩で未来は変わるはずだから、
みんなで、せーの！でいくと大きな力になってくる。
自分にできることを考えて実践していただきたい」と
締めくくられました。
　講演後のアンケートでは、講演を称賛、感謝する多
くのコメントが寄せられ、今後の自らの取り組みや考
え方に活かしていきたいとするたくさんの声をいただ
きました。講演会に参加し、一人ひとりができること
から実践していくことが、持続可能な社会へと繋がっ
ていくことだと思います。
　宮崎中央会では、今後も延岡・都城地区において、
福祉事業団体・労働団体および広範な勤労者の労働者
福祉の向上を図る観点で、講演会を開催していくこと
とします。

ライフサポートセンター延岡・都城で講演会を開催しました！

ライフサポートセンター延岡での講演会

ライフサポートセンター都城での講演会

興梠センター長 進行役の濱田事務局長 難波講師

茭口センター長 難波講師 講演会の様子

講演会の様子

5L A B O R  W E L F A R E  M I Y A Z A K I



　
子
ど
も
名
義
の
預
金
口
座
を
作
る
こ

と
に
は
、多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

お
年
玉
や
入
園
・
入
学
な
ど
の
お
祝
い

と
し
て
も
ら
っ
た
子
ど
も
用
の
お
金
、
子

育
て
家
庭
が
も
ら
え
る
児
童
手
当
（
子

ど
も
の
誕
生
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
支

給
さ
れ
る
児
童
手
当
の
総
額
は
、
1
人

あ
た
り
1
9
8
万
円
﹇
第
1
子
、
第
2
子

の
場
合
。
第
3
子
以
降
は
1
人
あ
た
り

2
5
2
万
円
﹈）
な
ど
を
、
親
の
口
座
に

入
れ
て
し
ま
う
と
、
い
つ
の
間
に
か
使
い

こ
ん
で
し
ま
う
可
能
性
大
で
す
。
そ
こ
で

「
使
っ
て
し
ま
う
前
に
子
ど
も
の
口
座
に

入
金
！
」
と
い
う
先
取
り
貯
蓄
。
子
ど
も

名
義
口
座
の
出
番
に
な
り
ま
す
。

① 

子
ど
も
名
義
の
預
金
口
座
を
作
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
貯
蓄
に
興
味

を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
が
貯
蓄
を
す
る
こ
と
で
、
将

来
の
生
活
に
向
け
た
貯
蓄
の
考
え
方

も
身
に
付
き
ま
す
。

② 

子
ど
も
名
義
の
預
金
口
座
を
使
っ
て

教
育
費
を
積
立
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
子
ど
も
が
大
学
に
行
く
た
め
に

必
要
な
費
用
を
子
ど
も
が
小
さ
い
う

ち
か
ら
、
コ
ツ
コ
ツ
と
教
育
資
金
と

し
て
貯
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

子
ど
も
一
人
一
人
の
名
前
入
り
な
ら
、

家
計
や
他
の
貯
蓄
と
は
別
に
『
長
男

の
資
金
』『
長
女
の
資
金
』
と
そ
れ
ぞ

れ
に
分
け
て
確
保
で
き
る
の
も
メ

リ
ッ
ト
で
す
。

③ 

子
ど
も
名
義
の
預
金
口
座
を
作
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
貯
蓄
意
識
を

育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て

子
ど
も
が
お
金
に
つ
い
て
学
べ
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
が
貯
蓄
を
す
る
こ
と
で
、

将
来
の
貯
蓄
に
向
け
た
意
識
も
育
ま

れ
ま
す
。
通
帳
は
一
般
的
に
、
記
帳

済
み
の
欄
で
あ
れ
ば
鉛
筆
で
直
接
メ

モ
を
書
き
こ
ん
で
も
大
丈
夫
な
の
で
、

〝
入
金
3
0
0
0
円
〞の
横
に
「
〇
〇

さ
ん
か
ら
の
お
年
玉
」
と
書
い
て
お

け
ば
、
大
切
な
記
録
に
な
り
ま
す
。

④ 

子
ど
も
名
義
の
預
金
口
座
を
作
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
お
金
の
教
育

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
貯
蓄
を
す
る
こ
と
で
、
お
金
に
関

連
す
る
知
識
や
考
え
方
も
身
に
付
き

ま
す
。
A
T
M
の
使
い
方
や
窓
口
で
の

入
金
の
仕
方
な
ど
も
学
べ
ま
す
。

⑤ 

子
ど
も
名
義
の
預
金
口
座
を
作
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
信
用
の
大
切

さ
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
貯
蓄
を
す
る

こ
と
で
、
信
用
に
関
連
す
る
知
識
や

考
え
方
も
身
に
付
き
ま
す
。

　
子
ど
も
名
義
の
口
座
開
設
は
、
貯
め

る
目
的
が
決
ま
っ
た
口
座
と
し
て
、
資
産

や
家
計
の
管
理
を
す
る
う
え
で
も
、
多

く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

連載コラム

み
ら
い
よ
わ

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

年
金
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

小
川 

洋
一
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自賠責共済（保険）とは、自賠法（自賠責保険についての
法律）によって、道路を走るすべての自動車（二輪車を含
む）・原付自転車を使用する際に、加入が義務付けられて
いる共済（保険）です。

●お支払いできる事故

●お支払いの内容

被共済自動車を運転中に、他人にけがをさせたり、死亡させた
ことにより賠償責任を負った場合に共済金を支払います。

最高 3,000万円死亡
けが

後遺
障がい

最高 120万円
程度に応じて
4,000万円※～75万円

※神経系統・精神・胸腹部臓器に著しい
　障がいを残して介護が必要な場合
　常時介護のとき：最高4,000万円
　随時介護のとき：最高3,000万円
　後遺障がいの程度により
　第1級：最高3,000万円～第14級：最高75万円

自動車損害賠償責任共済自動車総合補償共済

〈人身傷害補償〉

（自動車事故傷害見舞金付き）

最
高5,000万円

お車の補償〈車両損害補償〉
一般補償

付随諸費用補償

特約
弁護士費用等補償特約

自転車賠償責任補償特約 など

〈対人賠償〉

無制限
〈対物賠償〉

無制限
運転中の

トラブルにも対応！
事故受付は休日・夜間問わず
24時間365日対応

示談交渉サービス付き
※対人・対物賠償事故に限ります。

●ここに記載されている内容は、共済商品の概要を説明したものです。ご契約の際は「リーフレット」「ご契約のてびき（契約概要・注意喚起情報）」を必ずご覧ください。

あわせてのご加入をおすすめします。

組み合わせて安心！あなたの安全運転を支えます！

〈お問い合わせ先〉 こくみん共済 coop 宮崎推進本部（宮崎県共済生活協同組合） 〒880-0806 宮崎市広島1-11-17　TEL：0985-24-6262
「こくみん共済 coop」は営利を目的としない保障の生協として共済事業を営み、相互扶助の精神にもとづき、
組合員の皆さまの安心とゆとりある暮らしに貢献することを目的としています。この趣旨に賛同いただき、出資
金を払い込んで居住地または勤務地の共済生協の組合員となることで各種共済制度をご利用いただけます。

●ここに記載されている内容は、共済商品の概要を説明したものです。ご契約の際は「ご契約のてびき（契約概要・注意喚起情報）」を必ずご確認ください。

たすけあいの輪をむすぶ

4522A005

基本補償
ご自身の補償 相手方への賠償

〈24時間×365日〉マイカー共済ロードサービス付き

6 L A B O R  W E L F A R E  M I Y A Z A K I



4L A B O R  W E L F A R E  M I Y A Z A K I 7L A B O R  W E L F A R E  M I Y A Z A K I



まんぴつ
とりとめなく
つれづれに。

宮崎霊園事業団副理事長
（UAゼンセン宮崎県支部支部長）

川崎 哲伸さん

　
こ
こ
数
年
、
年
に
１
度
日
帰
り
で
実
家

を
訪
れ
て
い
ま
す
。
私
自
身
が
宮
崎
に
単

身
赴
任
し
３
年
目
と
な
り
、
家
族
が
住
む

大
阪
に
は
帰
る
も
の
の
子
供
も
含
め
た
家

族
の
休
み
が
揃
わ
ず
に
、
実
家
ま
で
足
を

延
ば
す
機
会
を
な
か
な
か
作
れ
な
い
の
が

現
状
で
す
。
た
だ
心
配
な
の
は
、
父
親
が

今
年
で
87
歳
に
な
り
、
最
近
の
電
話
で
は

「
手
術
時
の
保
証
人
欄
に（
私
の
）名
前
を
記

入
し
て
お
く
か
ら
」と
の
会
話
が
増
え
て
き

た
こ
と
で
す
。

　
今
年
１
月
、
実
家
訪
問
時
に
衝
撃（
私
に

は
）の
出
来
事
を
聞
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
父
親
が
病
院
受
診
後

に
薬
局
へ
行
き
、
そ
の
薬
局
の
駐
車
場
で

事
故
を
起
こ
し
た
こ
と
で
、
事
故
の
原
因

が
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
で
、
最
近

「
社
会
問
題
化
」し
て
い
る
〝
ブ
レ
ー
キ
〞

と
〝
ア
ク
セ
ル
〞
の
踏
み
間
違
え
で
あ
っ

た
こ
と
で
す
。
不
幸
中
の
幸
い
で
、
物
損

だ
け
で
人
を
巻
き
込
む
事
故
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
事
故
が
身
近
で
起
き
た
こ
と
に
少
な
か

ら
ず
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
話

を
聞
き
、
父
に
は
免
許
返
納
を
強
く
進
め

ま
し
た
が
、
週
３
回
は
病
院
に
通
い
、
田

舎
の
町
で
は
公
共
交
通
機
関
が
限
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
返
納
を
決
断
さ
せ
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
過
日
、
大
阪
地
裁
堺
支
部
で
は
、
過
失

運
転
致
死
傷
罪
に
問
わ
れ
た
高
齢
者
ド
ラ

イ
バ
ー
に
対
し
、
禁
錮
３
年
の
実
刑
判
決

が
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
故
は
、

大
阪
府
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
付
近

で
車
が
暴
走
し
、
１
人
が
死
亡
し
２
人
が

大
け
が
を
負
っ
た
事
故
で
、
運
転
手
は
当

時
89
歳
の
高
齢
者
で
し
た
。
車
を
駐
車
し

た
際
に
、
サ
イ
ド
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
い

な
か
っ
た
た
め
車
が
動
き
出
し
、
そ
れ
を

止
め
よ
う
と
し
て
〝
ブ
レ
ー
キ
〞
と
〝
ア

ク
セ
ル
〞
を
踏
み
間
違
え
た
こ
と
が
原
因

で
し
た
。

　
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
が
関
わ
っ
た
事
故

が
報
道
さ
れ
る
度
に
、
免
許
返
納
を
求
め

る
声
は
大
き
く
な
り
ま
す
が
、
一
方
で
日

常
生
活
を
送
る
上
で
運
転
せ
ざ
る
を
得
な

い
人
も
い
ま
す
。
免
許
を
返
納
し
自
ら
が

車
を
運
転
し
な
く
て
も
、
安
心
し
て
豊
か

に
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
社
会
へ
、
様
々

な
移
動
手
段
と
公
共
交
通
が
組
み
合
わ
さ

れ
た「
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
」の
早
期
実
現

を
切
望
す
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

宮崎県商工観光労働部 からのお知らせ課 策政働労用雇

　仕事と生活の調和に向けた職場環境づくりを積極的に行っている企業
や事業所のうち、特に優れた取組成果が認められる企業等を知事が認証
する制度です。
　 令和５年２月１７日現在、累計５７の企業・事業所が認証されています。
　申請は随時受け付けています。働きやすい職場「ひなたの極」認証を目
指してみませんか？

【お問合せ先】
宮崎県雇用労働政策課労政福祉担当　TEL:0985-26-7106

働きやすい職場

認証制度の御案内「ひなたの極」
きわみ

宮崎県　ひなたの極

認証までの流れ

申請書の提出
必要書類を添付して
雇用労働政策課まで

審  査
申請された内容に
ついて審査します

認  証
概ね3ヶ月程度で
認証します
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